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研究成果の概要（和文）：本研究は，農産物への低濃度放射性物質の移行過程を解明し，その結果に基づいた消費者へ
の有効なリスクコミュニケーション方法を提案することを目標としていた．東京都と福島県内で農産物のサンプリング
を行い，植物体内の部位別の放射性セシウム濃度を明らかにした．一方，アンケート調査を利用し，食品安全ならびに
放射性物質管理に関する選択実験にて消費者評価を行い，知識・意識レベルグループに応じた農産物の安全性に対する
有効なリスクコミュニケーション方法を提案した．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the transition process of the low concentration of 
radioactive contamination to agricultural produce, and to propose an effective risk communication methods 
to the consumer on the basis of the clarified results. Radiocesium concentration of agricultural products 
containing each part of plant body was analysed in Tokyo and Fukushima Prefecture.　
On the other hand, by using a questionnaire survey, we evaluated consumers throughout the selection 
experiments related to radioactive materials management, we have proposed an effective risk communication 
method for the safety of agricultural products in accordance with the knowledge and awareness level 
group.

研究分野：ポストハーベスト
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
関東電力福島第一原子力発電所事故由来

の I-131 がホウレンソウや牛乳から検出され
て以来，我が国の食の安全に対する信頼は大
きく揺らぎ，関連した風評被害も懸念されて
いた．このような混乱した状況を鎮静化する
ためにも，消費者・生産者・流通業者への適
切な環境放射線安全管理に関する科学的根
拠に基づいた情報を提供することは喫緊の
課題と考えられた．一方，原子力発電所事故
に伴う農作物や環境の放射線汚染は，終息へ
の見通しが充分に得られておらず，今後も放
射性物質のリスクおよびそれに対する社会
の反応，すなわちリスク認知行動およびリス
クコミュニケーションについては研究を要
する課題と考えられた． 

 
２．研究の目的 

本研究では，露地・施設栽培にて，安全か
つ持続的な作物生産を行うために，栽培圃場
の放射性物質の曝露状況を把握すること，な
らびに，その曝露環境で栽培された農産物の
部位別における蓄積量および可食部洗浄の
効果に関する情報を集積し，リスクコミュニ
ケーションのための基礎データを蓄積し，空
間線量率と農産物の放射線濃度，あるいは土
壌－農産物への放射線核種の移行量の定量
化を試みる．また，放射線物質に関連する消
費者のリスク認知行動を明らかにし，消費者
認識を把握するとともに，アンケート調査に
て食品安全ならびに放射性物質管理に関す
る選択実験にて消費者評価を行い，知識・意
識レベルグループに応じた農産物の安全性
に対する有効なリスクコミュニケーション
方法を提案することを目的とする． 

 
３．研究の方法 
①農産物，土壌の放射性物質測定および空間
線量率の計測 

調査圃場は，本学研究圃場（東京都西東京
市，以下東大機構と記載する）と福島県の商
業圃場（福島県鮫川村）とし，東京電力福島
第一原子力発電所事故以後に栽培されたキ
ャベツ（Brassica oleracea var. capitata；東京
“YR 楽山”，福島“シキドリ”），ジャガイモ
（Solanum tuberosum L.；東京“男爵”，福島“キ
タアカリ”），モモ（Prunus persica L.；東京“ち
よひめ”，福島“あかつき”）ならびに各圃場の
栽培土壌を供試材料とした．キャベツは，可
食部，外葉部と根部に分類し，可食部はさら
に洗浄したものと未洗浄のものに分類した．
ジャガイモは，塊茎部，根部ならびに地上部
に分類した．土壌は，土壌深さ 0~5，5~10，
10~15，20~25，30~35cm（ジャガイモのみ，
0~5，5~10，10~20cm）部分より採取した．各
部位別に分類したサンプルは乾燥後，粉砕し，
131I，134Cs，137Cs ならびに 40K について，ゲ
ルマニウム半導体検出器（ORTEC，セイコー
EG&G）を用いて測定した．測定時間は 3,600
～50,000 秒とした．空間線量率は，5000 型サ

ーベイメータ （Health Physics Instruments）を
用いて地表 10cm 高の位置で測定した． 

一方，モモに関しては，果実を収穫した後，
樹体を掘り起し，葉，新梢，1 年生枝と 2 年
生枝，3 年生枝，主幹，台木，根の採取を行
った．根は太さ別に 3 段階に分けた．50mm
以上の根は，台木部分に含めた．すべての部
位について，熱風乾燥を行った後，部位ごと
の乾物重量を測定した． 

 
②消費者行動に関するアンケート調査 
アンケート調査は，2014 年 2 月に，全国の

20 歳以上の女性（（株）マクロミルモニター）
2,654 名を対象に，インターネット上で実施
した．調査項目は，食品のリスクがどのよう
に認識されているのか，植物工場で栽培され
た農作物は，一般の栽培方法と比較してどの
ように認識されているのか，農業や食品への
科学技術適用に対する意識等で構成した．調
査の終盤で，植物工場に関する情報提供によ
る認識の変化を探る実験を行った．情報は，
約 4 分間の動画，あるいは静止画で提供し，
情報提供を行わなかったグループとの認識
の差を確認した． 
 
４．研究成果 
①農産物の放射性物質測定 

図 1 より，いずれの圃場においても放射性
降下物の影響は地表より 15 cm までの作土層
でのみ認められ，特に，モモ圃場の表層土の
放射性 Cs 濃度が高いことが示されたが，20 
cm 以下の深度の土壌では検出限界未満であ
った．また，空間線量率は，キャベツ圃場に
おいて 0.51 µSv h-1，ジャガイモ圃場において
0.44 µSv h-1 であった． 

 
図 2 に鮫川村で採取したキャベツ，ジャガ

イモならびにモモ圃場土壌の深度別の放射
性カリウム（40K）濃度を示す．放射性 Cs が
作土層に分布していたのに対し，放射性 K 濃
度は土壌深度に依存せず，深度による差異は
認められなかった．一方，各圃場の放射性 K



濃度が異なることは，施肥管理の違いと推察
される． 
図 3 より，鮫川村の土壌と同様，表層に近

い作土層において放射性 Cs が含まれている
ことが示されたが，その濃度は鮫川村と比較
すると 0.01～0.26 倍程度と低水準であった．
空間線量率は，キャベツ圃場において 0.030 
µSv h-1，ジャガイモ圃場において 0.026 µSv 
h-1 であり，鮫川村の約 0.05～0.07 倍程度であ
った． 

 
図 4 に東大機構で採取したキャベツ，ジャ

ガイモならびにモモ圃場土壌の深度別の放
射性 K 濃度を示す． 鮫川村の結果と同様，
放射性 K の土壌深度に依存した分布は認め
られず一定の値であることが示された． 

表 1 に鮫川村で採取したジャガイモの部
位別の放射性核種濃度を示す．放射性 Cs 濃
度が約 1,000 Bq kg(D.W.)-1の畑地で，ジャガ
イモ塊茎および根への移行が認められ，可食 
部（塊茎）への移行係数 0.0057 が算出され
た．キャベツにおいては，作土層の放射性
Cs 濃度が 216～555 Bq kg(D.W.)-1の土壌で

あっても，可食部，外葉，根部いずれにも
放射性核種の移行は認められなかった．東
大機構で栽培された作物の可食部において
は，放射性物質濃度は検出限界未満であっ
た（結果省略）． 

図 5 に，モモ‘あかつき’の乾物分配と放射
性 Cs 存在量を示す．樹体の部位別乾物重と，
放射性 Cs 濃度を測定し，それらを乗じて部
位ごとの放射性 Cs 吸収量を算出した．放射
性 Cs 吸収量に換算した場合，その含量は 1-3
年生枝と主幹で高く，地上部では地下部と比
べて高かった．果実や葉などによる樹外への
放射性 Cs の持ち出し量は，約 20%であり，
樹体が，解体調査時までの 5 か月間に吸収し
た放射性 Cs のうち 8 割程度が次年度に留ま
り，果実や葉などの部位を通じて樹体内の 2
割程度の放射性 Cs が樹体外に持ち出される
見込みである．なお，主幹に関して，さらに
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表 1． 鮫川村で採取したジャガイモ部位別の放

射性核種濃度 (Bq/kg-wet weight) 
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図 5．モモ‘あかつき’の乾物分配（左）と放射性

Cs 存在量（右） 



樹皮と材に分けて放射性 Cs 濃度を測定した
結果，モモ樹体中の事故由来の放射性 Cs は，
樹皮特に最も外層の組織である表皮に高い
割合で存在した． 
 
②消費者行動に関するアンケート調査 
図 6 に消費者がリスクをどの程度高いと

感じているかについて示す．取り上げた 7
種類の食品－ハザードの組み合わせでは，
食品中の放射性セシウムのリスクは，4 番
目に高いと認識されており，ノロウイルス
や腸管出血性大腸菌 O157 等の微生物リス
クが放射性物質のリスクより高いと認識さ
れていた． 

 しかし，健康影響については，約 20％の
回答者が放射性セシウムによって「重篤な
障害が残る」と回答しており，食品中の放
射性物質について，政府の定める規制値や
基準値をもっと（もう少し）厳しくすべき
だとの回答が，20％（33％）と半数以上に
達していた．（図 7） 

 情報提供前の植物工場に対する認識では，
約 40％の回答者が「放射性セシウムが含ま
れていない」「農薬の使用が少ない」と考え
ており，「どちらかというとそう思う」を合
わせると，いずれも約 65％であった．（図 8） 
 動画あるいは静止画で情報提供を行った
グループは，情報提供を行っていないグル
ープと比較して，約 17％多くの回答者が
「被災地でも放射能汚染の心配がない植物
をつくれる」と回答していた（各 67％，67％，
50％）．植物工場の特徴をわかりやすく消費
者に伝えることで，被災地の農産物に対する
懸念も低下する可能性があることを示唆す

る． 
動画と静止画の比較では，質問項目によっ

て効果が異なっていた．たとえば，「ビタミ
ンやポリフェノールが豊富な野菜が作れる」
という質問に対して，動画で情報提供を行っ
たグループは，69％の回答者が「そう思う」
と回答していたのに対し，静止画では 64％，
情報提供を行っていないグループでは 51％
であった．一方，消費者あるいは生産者にメ
リットがあることは，静止画で情報提供を行
った場合に「そう思う」と回答した人は各
64％，57％で，動画（各 58％，53％）と比較
して約 5％多かった（情報提供なしは，各 52％，
44％）．また，「無農薬の野菜を作りやすい」
については，動画・静止画とも約 8 割の回答
者が「そう思う」と回答していた． 
 農業への科学技術の適用については，半数
以上の回答者が賛成しており，9 割以上の回
答者が自給率は 50％以上を確保すべきだと
考えていた．東北地方は日本の重要な食料供
給基盤である．被災地の速やかな復興・復旧
や食糧の安定供給を確保するためにも，植物
工場に対する消費者の理解を深める取り組
みは有効であろう． 
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図 8．被災地でも放射能汚染のない植物を作れ

るか？ 
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